
令和８年度⼀般会計当初予算（案）のあらまし

（参考資料）



４９９億６，７１６万２千円（対前年度▲３８億８，９０２万６千円）

⼀般会計 予算総額

区 分 予 算 額
経常的経費 ４５１億２，３４５万２千円（ ＋１５億３，４２７万２千円 ）
臨時的経費 ３２億８，４５１万９千円（ ▲２億５，０５０万２千円 ）
投資的経費 １５億５，９１９万１千円（ ▲５１億７，２７９万６千円 ）

年 度 当初予算額 対前年度⽐
令和８年度 ４９９億６，７１６万２千円 ▲３８億８，９０２万６千円
令和７年度 ５３８億５，６１８万８千円 ＋９１億７，２７１万７千円
令和６年度 ４４６億８，３４７万１千円 ▲１億３，３６６万４千円
令和５年度 ４４８億１，７１３万５千円 ＋１８億４，８０２万７千円
令和４年度 ４２９億６，９１０万８千円 ＋１３億７，０３９万９千円
令和３年度 ４１５億９，８７０万９千円 ▲２６億６，２７３万６千円

予算総額は499億6,716万2千円で、対前年度⽐38億8,902万6千円の減額となりました。
これは、⺠間こども園整備に対する補助費等、障害者⾃⽴⽀援給付費、⽣活保護費の追加給付をはじめとした扶助
費、後期⾼齢者医療特別会計や介護保険特別会計などへの繰出⾦などが増加する一方で、学校給食センター等複
合施設整備や古市こども園整備などの普通建設事業費、 GIGAスクール構想整備(タブレット更新費⽤）などの物件
費が減少することによるものです。

過去の当初予算額

経常的経費、臨時的経費、投資的経費別 予算額

⼀般会計 主な歳入予算

年 度 市税予算額 対前年度⽐
令和８年度 １３４．４億円 ＋２．２億円
令和７年度 １３２．２億円 ＋６．３億円
令和６年度 １２５．９億円 ▲０．５億円

年 度 市税予算額 対前年度⽐
令和５年度 １２６．４億円 ＋４．５億円
令和４年度 １２１．９億円 ＋３．６億円
令和３年度 １１８．３億円 ▲７．１億円

令和８年度当初予算（案） 主な歳入予算額 R７⇒R８

過去の市税の推移

参－１

項 目 予 算 額

市税 １３２．２億円 ⇒ １３４．４億円 （ ＋ ２．２億円）

株式等譲渡所得割交付⾦ ３．２億円 ⇒ ４．４億円 （ ＋ １．２億円）

普通交付税 ８９．１億円 ⇒ ９５．５億円 （ ＋ ６．４億円）

地方特例交付⾦ １．１億円 ⇒ ３．６億円 （ ＋ ２．５億円）

国庫・府⽀出⾦ １６１．９億円 ⇒ １６６．１億円 （ ＋ ４．２億円）

公共施設整備基⾦繰⼊⾦ ７．６億円 ⇒ １．５億円 （ ▲ ６．１億円）

市債 ６２．０億円 ⇒ １０．８億円 （▲５１．２億円）

物価や⾦利の上昇が続く中、市税収⼊は賃上げの影響等による増収が⾒込まれるほか、地方財政対策により普通交付税
や地方特例交付⾦は増加が⾒込まれ、また社会保障費の増加等により国庫⽀出⾦、府⽀出⾦も増加が⾒込まれます。一
方で、給食センター等複合施設整備事業の完了などに伴う普通建設事業費の減少により市債が減少するとともに、財源調
整としての公共施設整備基⾦の繰⼊⾦なども減少します。



⼀般会計 基⾦残⾼

主な基⾦残⾼推移（決算ベース）

年 度 財政調整
基⾦

公共施設
整備基⾦

減債
基⾦

令和６年度末 45.4億円 21.1億円 0.23億円

令和５年度末 49.2億円 18.4億円 0.01億円

令和４年度末 49.6億円 17.9億円 5.9億円

令和３年度末 48.6億円 15.0億円 5.9億円

令和２年度末 39.3億円 14.0億円 2.9億円
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⾏財政改⾰の推進について

令和８年度当初予算における主な取組み項目の効果額
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区 分 取組み項目 効果額（R7当初⇒R8当初）
効果額 増収
(＋71万円) ネーミングライツ事業 154万円 ⇒ 225万円（＋71万円）

効果額 増収
(＋78万円) 公共施設の有効利⽤（道の駅 土地貸付収⼊） 1,143万円 ⇒ 1,221万円

（＋78万円）

第７次総合基本計画施策目標別 主な事業予算 ※特別会計及び事業会計を含む

くらしを支える基盤の整備［都市整備・産業］①
区 分 主な事業 予算額（R7当初⇒R8当初）

ソフト

古市排⽔機場施設更新事業 0万円 ⇒ 1,000万円（＋1,000万円）

⽻曳野市特産品果樹苗⽊購⼊補助⾦ 0万円 ⇒ 100万円（＋100万円）

農業振興地域整備計画 450万円 ⇒ 463万円（＋13万円）

ハード

一般府道郡⼾⼤堀線歩道整備事業 234万円 ⇒ 234万円（±0万円）

恵我ノ荘駅前南側広場整備事業
≪土地取得特別会計含む≫

5,692万円 ⇒ 5億2,835万円
（＋4億7,143万円）



ハード

⽻曳が丘⻄65号線（⼋尾富⽥林線関連道路）整備 1億247万円 ⇒ 3,688万円（▲6,559万円）

市道藤井寺⽻曳山線 6,300万円 ⇒ 3,000万円（▲3,300万円）

新⼤⿊橋⻑寿命化事業 1億8,484万円 ⇒ 2億2,842万円
（＋4,358万円）

無電柱化推進事業 1,797万円 ⇒ 4,329万円（＋2,532万円）

（仮称）丹下ちびっこ広場整備 9,136万円 ⇒ 7,379万円（▲1,757万円）

ポンプ場施設耐震・⽼朽化対策
（碓井ポンプ場中央監視制御設備更新ほか）
≪下⽔道事業会計≫

1億9,204万円 ⇒ 3億9,500万円
（＋2億296万円）

安全で安らぎのある⽣活の実現［危機管理・⽣活環境］②
区 分 主な事業 予算額（R7当初⇒R8当初）

ソフト

⾃主防災組織活動補助⾦、地域防災講演会
および職員の災害対応⼒向上研修 350万円 ⇒ 351万円（＋1万円）

ハザードマップの作成 0万円 ⇒ 1,075万円（＋1,075万円）

小型家電製品の回収体制の構築 0万円 ⇒  45万円（+45万円）

ハード
避難所における備品等の備蓄 1,136万円 ⇒ 1,136万円（±0万円）

恵我之荘コミュニティセンターの設置 1,494万円 ⇒ 1,528万円（+34万円）
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支えあい助け合う社会の実現［健康・福祉］③

区 分 主な事業 予算額（R7当初⇒R8当初）

ソフト

⽣活保護事務に係る法令等検索システムの導⼊ 0万円 ⇒ 277万円（＋277万円）

胃内視鏡検診の実施 0万円 ⇒ 530万円（＋530万円）

第10期⾼年者いきいき計画の策定 517万円 ⇒ 410万円（▲107万円）

通所型サービスＣ事業の拡充 2,387万円 ⇒ 2,496万円（＋109万円）

介護保険サービス事業者に対する指導監督体制の強化
≪介護保険特別会計≫ 0万円 ⇒ 403万円（＋403万円）

第５期障害者計画・第８期障害福祉計画・第４期障害児
福祉計画の策定 0万円 ⇒ 891万円（+891万円）



羽曳野の宝を守り育む［子育て・教育・歴史・文化］④

区 分 主な事業 予算額（R7当初⇒R8当初）

ソフト

乳児等通園⽀援事業（こども誰でも通園制度） 0万円 ⇒  3,793万円（＋3,793万円）

物価⾼騰に伴う保育園・こども園給食費⽀援 3,534万円 ⇒ 4,921万円（＋1,387万円）

養育費履⾏確保⽀援事業 80万円 ⇒ 100万円（＋20万円）

小学校での巡回方式によるスクリーニング・アセスメントの
実施 ０万円 ⇒ 144万円（＋144万円）

学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）の拡充 8万円 ⇒ 17万円（＋9万円）

公⽴諸学校の規模や配置の適正化に向けた計画の
策定 ０万円 ⇒ 1,010万円（＋1,010万円）

学習アプリと連動した総合学⼒調査の実施 ０万円 ⇒ 66万円（＋66万円）

学校給食費にかかる保護者負担分の公費⽀援 6,187万円 ⇒ 2億7,842万円
（＋2億1,655万円）

史跡通法寺跡整備基本計画策定業務 994万円 ⇒ 609万円（▲385万円）

峰塚公園管理棟（時とみどりの交流館）の歴史資料館
へのリニューアル 0万円 ⇒ 4,405万円（+4,405万円）

ハード

古市こども園整備事業（下開保育園解体等） 7億9,929万円 ⇒ 1億5,258万円
（▲6億4,671万円）

（仮称）第４こども園（⺠設⺠営による公私連携幼保
連携型認定こども園）整備事業

2,842万円 ⇒ 1億6,179万円
（＋1億3,337万円）

幼保連携型認定こども園（恵我之荘幼稚園跡地）
整備補助事業

1億7,827万円 ⇒ 3億6,025万円
（＋1億8,198万円）

教育研究所の⻄浦幼稚園跡地への移転 ０万円 ⇒ 1,080万円（＋1,080万円）

史跡安閑天皇陵古墳周堤公有化 0万円 ⇒ 1億1,629万円
（＋1億1,629万円）
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区 分 主な事業 予算額（R7当初⇒R8当初）

ソフト

窓口サービスのDX推進（窓口⽀援システム導⼊） 0万円 ⇒ 3,705万円（+3,705万円）

建築確認申請の電子化 75万円 ⇒ 119万円（＋44万円）

情報セキュリティ外部監査 0万円 ⇒ 417万円（＋417万円）

ふるさと納税事務 1億68万円 ⇒ 1億1,068万円（+1,000万円）

ハード
⾼速カラープリンターの導⼊ 0万円 ⇒ 1,726万円（＋1,726万円）

旧浅野家住宅整備事業（第２期） 9,524万円 ⇒ 4,424万円（▲5,100万円）

持続可能なまちづくりへの推進⼒［都市経営］⓪
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